
《
沖
電
気
の
社
会
貢
献
》

集
団
献
血
運
動
の
パ
イ
オ
ニ
ア

売
血
を
禁
止
し
「
輸
血
は
献
血
で
」

と
い
う
国
会
決
議
を
し
た
一
九
六
四
年

（
昭
和
三
九
年
）
か
ら
、
日
本
で
初
め

て
企
業
と
し
て
集
団
献
血
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

毎
年
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
二
千
人
を

越
え
る
人
が
協
力
、
四
百
㍉
㍑
の
人
が

六
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
九

九
六
年
か
ら
の
一
〇
年
で
保
冷
庫
付
献

血
運
搬
車
を
十
六
台
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
赤
十
字
社
、
厚
生

労
働
省
な
ど
か
ら
、
表
彰
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
〇
六
年
度
に
は
「
献
血
運
動
推

進
全
国
大
会
」
で
「
昭
和
天
皇
記
念
献

血
推
進
賞
」
を
受
け
て
い
ま
す
。

沖 電 気 の 職 場 を 明 る く す る 会 ２００６年 ９月 第２１５号

東京都港区三田３－２－２０ TEL 03-3455-6006

http://oak47.hp.infoseek.co.jp/

四
百
万
世
帯
が
生
活

保
護
基
準
以
下
の
プ
ア

働
い
て
も
、
働
い
て
も

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
に
な
れ
な
い
・
・
・
。

どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
報

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
れ
な
い
・
・
・
。
急
増

すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
る
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」

のののののののののののののののの
問
題
を
取
り
上
げ
た
Ｎ

ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
急
増
”

働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働
く
貧
困
層
”
」（
七
月
二

十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
三
日
）
が
話
題
で
す
。

例
え
ば
、
山
田
さ
ん

（（（（（（（（（（（（
50
）
は
五
年
前
に
解
雇

さささささささささささささささささささささささささささ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
三
ヵ
所
で
ア
ル
バ
イ
ト

ををををををををををををををををををををををををを
し
て
、
中
一
と
小
六
の

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
供
と
二
Ｄ
Ｋ
の
ア
パ
ー

トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
で
生
活
し
て
い
る
。
収

入
は
月
に
二
十
万
円
で
解

雇
前
か
ら
三
分
の
一
に
な

り
、
六
百
万
円
あ
っ
た
貯

金
も
底
を
つ
き
、「
塾
に

行
き
た
い
」
と
い
う
子
ど

も
の
希
望
に
顔
を
曇
ら
す
・
・
・
。

三
人
に
一
人
が

非
正
規
雇
用

リ
ス
ト
ラ
首
切
り
で
四

年
間
で
三
百
万
人
も
減
少

し
た
正
規
雇
用
。
替
わ
っ

て
増
え
る
非
正
規
雇
用
の

賃
金
は
年
収
二
百
万
円
余

で
、
結
婚
も
で
き
な
い
。

沖
電
気
の
非
正
規

雇
用
の
待
遇
改
善
を

「
人
間
ら
し
く
生
き
る

最
低
限
度
の
権
利
」（
憲

法
二
五
条
）
が
、
脅
か
さ

れ
る
深
刻
な
実
態
は
沖
電

気
に
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

企
業
に
社
会
的
責
任
と
い

う
自
覚
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

メ
ー
ル
の
作
法
（
二
）

今
回
は
全
文
引
用

メ
ー
ル
の
お
話
で
す
。

▼
無
用
な
全
文
引
用
の
典
型
的
な

例
は
、
た
っ
た
一
言
の
回
答
文
に

こ
ち
ら
か
ら
送
っ
た
全
文
を
送
り

返
し
て
く
る
も
の
で
す
▼
こ
れ
が

手
紙
の
や
り
取
り
だ
っ
た
ら
、
た
っ

た
一
言
の
回
答
文
と
送
付
文
の
全

文
複
写
を
同
封
し
て
送
り
付
け
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
開
封
し

た
瞬
間
、
あ
な
た
は
思
わ
ず
顔
を

し
か
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
で
し
ょ

う
▼
前
回
、
巨
大
メ
ー
ル
が
立
て

続
け
に
送
ら
れ
て
来
た
た
め
、
受

信
す
る
の
に
異
常
に
時
間
が
掛
か
っ

た
お
話
を
し
ま
し
た
。
し
か
も
、

そ
の
中
の
一
通
は
別
件
で
、
た
だ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
流
用
す
る
為

だ
け
に
添
付
写
真
を
含
め
て
全
文

引
用
さ
れ
た
も
の
で
し
た
▼
多
分

そ
の
人
は
、
メ
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
自
動
引
用
さ
れ
た
箇
所
を
削
除

修
正
出
来
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
無
駄
な
引
用
箇
所

は
削
除
し
て
下
さ
い
。
本
文
以
外

に
添
付
も
送
付
先
も
全
て
削
除
修

正
が
出
来
ま
す
▼
全
文
引
用
は
弊

害
が
多
く
忌
み
嫌
わ
れ
る
行
為
で

す
。
①
全
文
引
用
は
「
引
用
で
は

な
く
盗
用
に
当
た
る
。
②
文
章
の

特
徴
と
し
て
、
本
人
の
文
は
内
容

が
無
い
こ
と
が
多
い
。
③
無
用
な

部
分
を
大
量
に
含
む
為
、
注
目
箇

所
が
ど
こ
な
の
か
を
不
明
瞭
に
し

て
し
ま
う
。
④
パ
ケ
ッ
ト
課
金
・

時
間
課
金
回
線
を
使
っ
て
い
る
人

に
と
っ
て
無
駄
な
支
払
い
が
増
え

る
▼
私
は
自
動
引
用
を
無
効
に
設

定
し
て
い
ま
す
。

（
木
）

”””
働
く
貧
困
”
時
給
・
約
千
二
百
円
以
下

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

は
沖
電
気
に
も

沖
電
気
と
そ
の
関
連
の
会

社
で
働
く
人
々
が
「
安
心
し

て
人
間
ら
し
く
働
け
る
職
場
」

を
願
っ
て
創
ら
れ
た
「
会
」

で
す
。
非
正
規
の
人
な
ど
誰

で
も
入
れ
ま
す
。
「
憲
法
を

職
場
に
」
を
基
本
に
サ
ー
ビ

ス
残
業
の
根
絶
や
「
命
と
く

ら
し
」
を
守
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
会
紙
「
あ
す
な
ろ
」

の
創
刊
は
一
九
八
六
年
八
月

で
す
。
略
称
は
Ｏ
Ａ
Ｋ
。

《 東京都の生活保護基準月額と沖電気の比較》

○東京２０歳の1人世帯保護基準 約１４万円

（健康保険料などの支払いはない）

○沖電気で働き、健康保険料や雇用保険料の支

払いをしている派遣、パート労働者に換算す

ると（残業、一時金なし）約１８万円で同等。

１８万円÷１５５．７５（月の労働時間）

時給にすると約１２００円になる

「
沖
電
気
の
職
場
を

明
る
く
す
る
会

と
は
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「「「はははたたたらららくくく権権権利利利」」」なななどどどををを放放放棄棄棄しししててて、、

どどどうううしししててて安安安安安心心心心心しししししててててて仕仕仕仕仕事事事事事ににににに集集集集集中中中中中でででききききるるるののの??
「
民民
主
的的的
団
結結結
」

「
社社
会
的的的
地
位位位
の
向
上上上
」
ももも

バ
ッッッ
サ
リリリ
削
除除除

沖沖沖
労
組
ははは
今
年
七七
月
の
定
期
大
会
ででで
、

労
働働働
組
合
ののの
活
動
ののの
基
本
ととと
な
る
考考考
え

方
（
運
動
理理理
念
）
ととと
組
織
体体体
制
を
変変変
更

し
ままま
し
た
ががが
、
ど
れれれ
を
と
っっ
て
も
重重重
要

な
変変変
更
で
すすす
。

《
こここ
れ
ま
ででで
の
方
針針針
「
運
動
理
念
」
》》》

■■■
働
く
権権権
利
を
守守守
り
、
幸幸幸
せ
な
暮暮暮
ら

し
、
自自自
由･

平平平
等･

公
正正正
な
社
会会会
を

実
現
すすす
る
。

■■■
労
働
組組組
合
の
主主主
体
性
ををを
堅
持
ししし
、

明
る
くくく
創
造
的的的
な
運
動動動
に
努
めめめ
る
。

■■■
世
界
ののの
人
々
ととと
手
を
結結結
び
、
美美美
し

い
地
球球球
を
守
りりり
、
恒
久久久
平
和
ををを
め

ざ
す
。

《
こここ
れ
か
ららら
の
方
針針針
「
上
位
概概
念
」
》》》

●●●
使
命
＝＝＝
「
安
心心心
し
て
仕仕仕
事
に
集集集
中

で
き
るるる
環
境
ををを
創
る
」」
「
仕
事事事
を

通
じ
たたた
一
人
ひひひ
と
り
ののの
幸
せ
創創創
り

を
支
援援援
す
る
」

●●●
価
値
観観観
＝
「
公公公
正
性
」
「
公
平
性性性
」

「
納納納
得
性
」

●●●
希
望
すすす
る
姿
＝＝＝
「
安
心心心
し
て
仕仕仕
事

に
集
中中中
で
き
るるる
こ
と
」
「
仕
事事事
を

通
じ
ててて
幸
せ
ををを
感
じ
ら
れ
る
事
」」」

な
ど
抽
象象象
的
で
理理理
解
し
ににに
く
い
「「「
概
念
」

に
変
わ
りりり
ま
し
たたた
。

ま
たた
、
組
合合合
の
「
目目目
的
」
で
は
、

「
民
主
的
な
団
結
」
や
「
社
会会
的
地
位位位

の
向
上
」
が
削
除
。
「
事
業
」
で
は
、

福福
利
厚
生
か
ら
「
家
族
」
が
削削
除
さ
れれ
、

「
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
の
活活

動動
」
も
削削削
除
さ
れれれ
ま
し
たたた
。

働
くくく
人
ののの
生
活活活
よ
りりり

「
経
営営
基
盤盤盤
優
先先先
」
でで

ホ
ンンン
ト
ににに
い
いいい
の
？

代
わ
っ
て
「
経
営
基
盤
の
安
定
に
つ

なな
が
る
た
め
の
活
動
」
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
「
経
営
基
盤
の
安
定
」
そ
の
も

の
を
否
定定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

がが
、
組
合合
の
や
る
べ
き
事
業
に
掲
げ
る

こ
と
は
、、
組
合
員
の
犠
牲
を
含含
め
た
会会

社社
施
策
に
対
し
全
面
的
に
協
力
す
る
こ

とと
に
な
りりり
は
し
ななな
い
で
ししし
ょ
う
かかか
。

労
働
者者者
の
生
活活活
や
権
利利利
が
背
後後後
に
追
い

やや
ら
れ
、、
あ
と
は
自
己
責
任
だ
よ
と
い

うう
の
で
は
、
何
の
た
め
に
組
合
に
入
っ

て
い
る
の
か
疑
問
を
感
じ
て
し
ま
い
ま

すす
。
組
合合
も
指
摘
し
て
い
る
「
格
差
社社

会会･

競
争争争
社
会
ががが
懸
念
さささ
れ
る
状状状
況
」
の

解解解
決
は
ででで
き
る
ののの
で
し
ょょょ
う
か
。

労
働
組組組
合
ののの
存
在在在
は

協協協
力
・
協協
同
・
共
闘闘闘

成成成
果
主
義
の
弊
害
、、、
過
密
労労労
働
と
タタタ
ダ

働
ききき
、
精
神神神
障
害
ののの
増
加
、
非
正
規規規
雇

用
ととと
働
く
貧貧貧
困
層
ののの
増
大
ななな
ど
、
どどど
れ

も
深深深
刻
化
ししし
て
い
ままま
す
。
ままま
た
、
労労労
働

法
制制制
、
税
金
な
ど
の
改改改
悪
に
対対対
し
て
ははは
、

一
組組組
合
で
は
解
決
で
きき
な
い
問問問
題
で
すすす
。

だだだ
か
ら
こ
そ
、

企
業業業
内
に
と
ど

ま
ららら
ず
電
機機
の

仲
間間間
、
未
組組
織

の
派派派
遣
や
パ
ー

ト
ででで
働
く
労
働

者
ををを
含
め
た
全

国
のの
仲
間
と
も

協
力力力
・
協
同
し

た
生生生
活
防
衛衛
の

共
闘闘闘
が
求
め
ら

れ
ててて
い
る
の
で

す
。
「
万
国
の

労
働働働
者
よ
団団団
結

せ
よよよ
！
」
ででで
す
。



夏
に
な
る
と
、
日
本
沿
岸
で
大
型

ク
ラ
ゲ
「
越
前
く
ら
げ
」
の
大
量
発

生
に
よ
る
漁
業
被
害
が
報
道
さ
れ
ま

す
。
大
発
生
は
黒
海
、
ベ
ー
リ
ン
グ

海
な
ど
世
界
的
な
傾
向
で
す
。

海
の
環
境
危
機
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
信
号

大
発
生
の
原
因
と
し
て
①
地
球
温

暖
化
で
海
水
が
四
〇
年
間
で
一
・
七

℃
上
昇
し
て
、
ク
ラ
ゲ
に
な
る
前
の

幼
生
段
階
で
の
細
胞
分
裂
が
促
進
さ

れ
個
体
数
が
増
え
る
。
②
日
本
に
流

れ
つ
く
ク
ラ
ゲ
は
、
中
国
の
長
江
下

流
の
上
海
沿
岸
で
生
活
廃
水
の
富
栄

養
化
が
進
み
、
え
さ
に
な
る
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
大
量
発
生
し
て
、
生
育
を

促
進
し
て
い
る
。
③
周
辺
海
域
の
漁

業
資
源
の
乱
獲
で
、
同
じ
え
さ
を
好

む
魚
が
四
〇
年
間
で
二
〇
分
の
一
に

激
減
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

死
ぬ
ま
で
巨
大
化
す
る
ク
ラ
ゲ
は
、

福
井
県
沿
岸
で
は
、
五
〇
か
ら
一
五

〇
㎏
に
成
長
し
ま
す
。
定
置
網
や
底

引
き
網
に
入
網
し
た
ら
選
別
作
業
な

ど
に
多
大
な
労
力
を
費
や
し
ま
す
。

成
分
は
、
ゼ
ラ
チ
ン
質
の
タ
ン
パ

ク
質
で
、
九
七
％
が
水
分
。
塩
と
ミ
ョ

ウ
バ
ン
で
脱
水
し
た
も
の
は
中
華
料

理
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
あ
ま
り
食
べ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
利
用
に
つ
い
て
も
、
ア
チ

コ
チ
で
ア
イ
デ
ァ
が
出
さ
れ
、
ク
ラ

ゲ
入
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
「
ク
ラ
ァ
ー

ゲ
ン
」
名
で
美
容
と
健
康
の
製
品
は

創
れ
な
い
か
と
い
う
人
も
。

地
球
の
異
変
は
、
天
候
だ
け
で
な

く
海
で
も
拡
大
し
、
瀬
戸
内
海
で
は

「
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
」
が
大
量
発
生
。

天
然
ア
サ
リ
を
食
い
荒
ら
し
、
漁
獲

量
が
八
〇
％
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

平
和
憲
法
と
教
育
基
本
法

は
世
界
に
誇
る
宝
物

日
立
出
身
の
大
畠
章
宏

議
員
（
民
主
党
）
が
「
教

育
基
本
法
」
改
正
の
国
会

審
議
の
中
で
、
戦
前
の
絶

対
天
皇
制
の
柱
の
一
つ
で

あ
る
「
教
育
勅
語
」
の
現

代
語
訳
を
配
布
し
、
「
愛

国
心
」
な
ど
の
道
徳
を
法

律
で
決
め
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。
「
天
皇
は
日
本

の
創
建
者
で
あ
り
、
道
徳

の
根
源
で
あ
る
」
と
い
う

考
え
を
大
畠
議
員
は
信
じ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

《
勅
語
・
ち
ょ
く
ご
＝
天

皇
の
命
令
、
お
お
せ
》

教
育
基
本
法
」
前
文

「
民
主
的
で
文
化
的
な
国
家

の
建
設
を
通
じ
て
世
界
の
平

和
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す

る
」
「
教
育
は
平
和
的
な
国

家
及
び
社
会
の
形
成
者
を
期

し
て
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」

２００６年 ９月 第２１５号

全
沖
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

八
王
子
の
参
加
は
六
二
一
人

【
八
王
子
】

沖
電
気
労
組
創
立
六
〇
年
、

沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖
電
気
創
立
一
二
五
年
記
念
の

労労労労労労労労労労労
使
共
催
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

ののののの
八
王
子
地
区
で
の
表
彰
式
が

八八八八八八八八八
月
一
八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
な
っ
た
食
堂
に
は
、

無無無無無無無無無無無無
料
で
軽
食
と
飲
み
物
が
用
意

さささささささささささ
れ
、
成
績
表
を
見
な
が
ら
の

楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
し
い
歓
談
と
抽
選
会
が
行
わ

れれれれれれれれれ
ま
し
た
。

全
沖
で
三
，
二
三
二
人
の
参

加加加加加加加加加加加
で
し
た
が
、
八
王
子
の
第
一

位位位位位位位位位位位
は
二
四
四
点(

総
合
二
位)

、

第第第第第第第第第第第第
二
位
は
二
二
六
点(

総
合
三

位位位位位位位位位位位)

、
第
三
位(

総
合
十
位)

は

二二二二二二二
一
〇
点
で
女
性
で
し
た
。
最

下下下下下下下下下
位
は
四
一
点
、
総
合
三
，
二

二二二二二二二
二
位
で
し
た
。
（
一
ゲ
ー
ム

ののののの
ス
コ
ア
申
告
制
）

し
か
し
、
同
じ
構
内
の
「
Ｏ
Ｄ

ＫＫＫＫＫＫ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
沖
電
気
の
関

係係係係係係係係係係係
会
社
）
は
対
象
で
は
な
い
」
と

参参参参参参参参参参参参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
祝

いいいいい
の
「
行
事
」
な
の
に
な
ぜ
？
と

いいいいい
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
首
切
り
か
？

不
安
が
拡
が
る

【
沖
エ
ア
フ
ォ
ル
ク
】

比
較
的
好
調
な
業
績
で
推
移

ししししししし
て
い
た
沖
エ
ア
フ
ォ
ル
ク
で

すすすすすすすすすすす
が
、
こ
こ
に
き
て
ま
た
、
人

減減減減減減減減減減減減
ら
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

規
模
は
六
〇
～
八
〇
名
と
言

わわわわわわわわわわわ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
削
減

規規規規規規規規規規規
模
は
、
臨
時
・
パ
ー
ト
に
と

どどどどどどどどどど
ま
ら
な
い
の
で
は
？
と
の
不

安安安安安安安安安安安安
の
声
が
子
会
社
・
エ
ー
ル
テ
ッ

クククククククク
ス
の
人
達
か
ら
聞
か
れ
ま
す
。

◎
プ
レ
ス
職
場
の
２
交
替
勤

務務務務務務務務務務務務務
の
廃
止
、
◎
「
そ
の
日
の
仕

事事事事事事事事事事事事
は
そ
の
日
の
う
ち
に
」
を
徹

底底底底底底底底底底底
す
る
こ
と
で
人
員
を
削
減
で

きききききききききき
る
◎
「
赤
字
に
な
る
の
が
明

ららららららららららら
か
な
仕
事
は
無
理
に
取
ら
な

い
」
な
ど
の
経
営
方
針
が
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
か
な
る

理
由
で
あ
っ
て
も
、
退
職
を
迫

ら
れ
る
人
は
た
ま
っ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
灰
」
に
し
た
技
術
の

再
構
築
に
戸
惑
い
【
東
京
】

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
カ
ン

パ
ニ
ー
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
で
は
、
開
発

体
制
の
再
編
が
十
月
に
行
わ
れ
る

こ
と
が
発
表
さ
れ
、
波
紋
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
今
後
の
次
世
代
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ｇ
Ｎ
）
時
代
に
向

け
て
技
術
者
を
再
結
集
し
、
無
線

事
業
を
再
立
上
げ
、
共
通
基
盤
技

術
を
再
構
築
し
、
二
年
後
に
売
上

げ
九
五
〇
億
円
を
目
指
す
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
構
造
改
革
「
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
21
」
で
「
灰
に
」
し
て

し
ま
っ
た
技
術
蓄
積
と
人
的
資
源

の
空
白
を
そ
ん
な
短
期
間
で
回
復

で
き
る
の
か
、
見
通
し
と
勝
算
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
四
年
間
の

「
事
業
構
造
転
換
」
と
は
一
体
何

だ
っ
た
の
か
、
一
人
一
人
の
重
い

体
験
を
踏
ま
え
た
討
論
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

「
煙
草
が
美
味
し
く
な
い
」

喫
煙
室
っ
て
【
群
馬
】

高
崎
地
区
（
四
期
棟
）
の
喫
煙

室
（
分
煙
）
が
、
夏
休
み
明
け
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
の
窓
際
か

ら
自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー
の
隅
の

方
に
追
い
や
ら
れ
、
喫
煙
者
か
ら

は
「
こ
れ
は
な
い
よ
、
窓
ひ
と
つ

な
い
な
ん
て
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ーーーーーーーーー

ホ
ー
ル
の
窓
側
部
分
に
設
け
ら
れれれれれれれれれれ

て
い
た
の
で
、
一
服
し
な
が
ら
外外外外外外外外外外外外

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
喫
煙
者者者者者者者者者者者者者

に
と
っ
て
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
るるるるるるるるる

ひ
と
時
で
し
た
。
し
か
し
こ
れ
かかかかかかかか

ら
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

「
イ
ヤ
な
ら
煙
草
を
止
め
れ
ば
いいいいいい

い
」
「
時
代
の
流
れ
は
煙
草
ノ
ー
！！！！！！！

だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
」
と
い
ううううううううううう

声
が
あ
る
一
方
、
「
喫
煙
者
に
と
っっっ

て
煙
草
は
清
涼
剤
。
仕
事
の
気
分分分分分分分分分分分分

転
換
に
な
る
ん
だ
か
ら
喫
煙
の
環環環環環環環環環環環環環

境
を
も
う
少
し
考
え
て
も
い
い
のののののの

で
は
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。。。。。。。

派
遣
か
ら
パ
ー
ト
に

な
り
ま
し
た

【
本
庄
】

八
月
二
一
日
付
で
派
遣
社
員
六六六六六六六

人
が
パ
ー
ト
社
員
に
採
用
さ
れ
ままままままままま

し
た
。
パ
ー
ト
社
員
か
ら
正
社
員員員員員員員員員員員員

に
な
る
人
も
生
ま
れ
て
、
派
遣
よよよよよよよよ

り
雇
用
が
安
定
す
る
し
（
沖
採
用用用用用用用用用用用

な
の
で)

、
時
給
も
上
が
る
と
喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜

ん
で
い
る
声
を
聞
き
ま
し
た
。
事事事事事事事事事事事

前
に
「
パ
ー
ト
社
員
に
ど
う
？
」

と
言
わ
れ
て
も
見
送
ら
れ
た
人
もももももももももも

い
て
、
「
理
由
を
聞
く
わ
け
に
もももももももももも

い
か
な
い
し
・
・
・
」
と
残
念
そそそそそそそそそ

う
で
し
た
。

「
正
社
員
に
な
れ
る
女
性
も
いいいいいい

る
ん
だ
っ
て
」
「
で
も
正
社
員
ににににににににに

は
な
り
た
く
な
い
」
な
ど
、
仕
事事事事事事事事事事事

へ
の
期
待
と
不
安
な
気
持
ち
も
聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞

こ
え
て
き
ま
す
。
一
生
懸
命
働
いいいいいい

て
い
る
派
遣
労
働
者
、
若
者
が
希希希希希希希希希希希希希

望
の
持
て
る
職
場
で
あ
っ
て
ほ
ししししししし

い
と
思
い
ま
す
。

《
編
集
後
記
》

熱
戦
が
続
い
た
高
校
野
球
。
三三三三三三

七
年
ぶ
り
の
決
勝
再
試
合
も
あああああああああ

り
、
野
球
の
楽
し
さ
面
白
さ
ををををををををを

味
わ
い
ま
し
た
。
先
行
き
の
見見見見見見見見見見見

え
な
い
社
会
で
生
き
る
若
者
た
ちちちちちちちちち

や
私
た
ち
に
「
ひ
た
む
き
な
姿
」

は
と
て
も
励
ま
し
に
な
り
ま
し
た
。。。。。。。

職 場 か ら 生 活 保 護 基 準 以 下 の 賃 金 を な く そ う

男
女
が
共
に
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て

柏
市(

千
葉
県)

主
催
の
「
男
女

共
同
参
画
を
推
し
進
め
よ
う
」
と

い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人(

非
営
利
団
体

)

「
エ
ア
ロ
ー

ム
か
し
わ
」
を
発
起
人
と
し
て
立

ち
上
げ
、
四
年
が
経
ち
ま
し
た
。

当
初
か
ら
沖
電
気
で
培
っ
た
パ
ソ

コ
ン
技
術
を
生
か
し
て
理
事
（
副
代

表
）
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
と
い
う
の
は
、
国

連
を
中
心
と
す
る
女
性
差
別
撤
廃
の
、

世
界
的
な
う
ね
り
の
中
で
、
「
男
も

女
も
同
じ
よ
う
に
参
加
で
き
る
」
社

会
を
目
ざ
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
、
ま
だ

不
十
分
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
男

女
差
別
が
残
っ
て
い
る
日
本
社
会

で
は
、
こ
の
活
動
は
積
極
的
な
意

味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

柏
市
で
は
、
情
け
な
い
話
で
す

が
、
女
性
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

計
画
が
、
財
源
難
と
い
う
こ
と
で

だ
め
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
代
わ
っ
て
浮
上
し
た
の

が
全
国
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
、
仮
想
的
な
女
性
セ
ン
タ
ー

を
作
ろ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

そ
の
仕
事
を
受
託
す
る
市
民
団
体

と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

「
エ
ア
ロ
ー
ム
」
は
「
男
女
の
平

等
な
権
利
と
機
会
の
た
め
の
ア
ク

シ
ョ
ン
」
の
、
英
語
の
頭
文
字
を

と
っ
た
名
称
で
す
。

（http
:/
/
a
e
ro
w
m
.o
rg)

会
の
主
な
活
動
は
、
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
講
演
会
、
学
習
会
、

パ
ソ
コ
ン
講
座
な
ど
で
す
。

男
女
共
同
参
画
と
パ
ソ
コ
ン
に

熱
意
の
あ
る
人
た
ち
と
、
ま
だ
軌

道
に
乗
っ
た
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
今
は
柏
市
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
事
業
を
受
託
し
、
会
員
が
力
を

あ
わ
せ
、
市
役
所
内
の
事
務
所
に

交
代
で
常
駐
し
、
勉
強
し
な
が
ら

わ
い
わ
い
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。

エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ

食
べ
た
事
が
あ
り
ま
す
か

電機連合の組織内民主党議員

国会で「教育勅語」を礼賛 渇 渇 渇
渇カッ！

男男男男男男男男男男男
女
共
同
参
画
推
進
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ででででででででででででで

パパパパパパパパパパパパパ
ソ
コ
ン
技
術
を
生
か
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

高高高高高高高高高高高
田
昭
治
さ
ん
（
69
歳
）

（
元
沖
・
本
社

海
外
営
業
本
部
）

地球の
悲鳴

聞こえ
ますか


